くだものの 畑の 丘の いただきに、 ひま はりぐ らゐせ 

いの 高い、 黄色な ダァ リャの 花が 二 本と、 まだた け 高 

く、 赤い 大きな 花 をつ けた 一本の ダァ リャの 花が あり 

ました。 

この 赤い ダァ リャは 花の 女王に ならう と 思って ゐま 

した。 

風が 南から あばれて 来て、 木に も 花に も 大きな 雨の 

つぶ を 叩きつ け、 丘の 小さな 栗の 木から さへ、 青い い 

が や 小枝 をむ しって けたたましく 笑って 行く 中で、 こ 

の 立派な 三 木の ダァリ ャの花 は、 しづかに からだ を ゆ 

を 

すりながら、 かへ つてい つもよりか y やいて 見えて 居 



鳥 は 向 ふ の 沼の 方の くらやみに 消えながら そこに 

つ 、ましく 白く 咲いて ゐた 一 本の 白い ダァリ ャに声 ひ 

くく 叫びました。 

「今ばん は ご 

白い ダァ リャは つ 、 ましく わら つて ゐ ました。 

※ 

山山に バラフ※ 〔# 小 書き 片仮名 ヰ、 243-1S ンの 雲が 

よど 

白く 澱み、 夜が 明けました。 黄色な ダ ァリャ はび つく 

りして、 叫びました。 



いちめん のきら 星の 下 を、 もじゃもじゃ のまな づる 

が あわた y しく 飛んで 過ぎました。 

「まな づ るさん。 あたし かなり 光って ゐ ない？」 

「ずゐ ぶん 光って ゐ ますね ご 

まな づる は、 向 ふの ほのじろい 霧の 中に 落ちて 行き 

ながら また 声 ひくく 白い ダァ リャへ 声をかけて 行き ま 

した。 

きげん 

「今晩は。 ご機嫌 はいか ゾで すか。」 



星 はめぐ り、 金星の 終りの 歌で、 そら はすつ かり 銀 

色に なり、 夜が あけました。 日光 は 今朝 はか > やく 

こはく 

琥珀の 波です。 

「まあ、 あなたの 美しい こと。 後光 は 昨日の 五倍 も大 

きくな つ てる わご 

なし 

「ほんた うに 眼 もさめ る やうな のよ。 あの 梨の 木まで 

あなたの 光が 行って ます わご 

「え、、 それ はさうよ。 だってつ まらない わ。 誰も ま 

だ あたし を 女王 さま だと は 云 はな いんだから ご 

そこで 黄色な ダ ァリャ は、 さびしく 顔 を 見合せ て、 

ぐんじ やう ひとみ 

それから 西の 群青 の 山脈に その 大きな 瞳 を 投げ まし 



の やうに 赤く 見えない わご 

「どう 見える の。 云って 下さい。 どう 見える の ご 

も 一 つの 黄色な ダ ァリャ が、 も ぢもぢ しながら 云 ひ 

ました。 

「あたした ちに だけ さう 見える のよ。 ね。 気に かけな 

いで 下さいね。 あたした ちに は 何だか あなたに 黒い ぶ 

ちぶち がで きた やうに 見えます わご 

「あらつ。 よして 下さいよ。 縁起で もない わご 

太陽 は 一日 か > やきまし たので、 丘の 苹果の 半分 は 

つやつや 赤くな りました。 

そして 薄明が 降り、 黄昏が こめ、 それから 夜が 来 ま 



した。 

まな づ るが 

r ピ —， r ゾリ， ピ —， ^リリ ご と 鳴いて そら を 通り まし 

た。 

「まな づ るさん。 今晩は、 あたし 見える？」 

「さやう。 むづ かしいで すね ご 

まな づるは あわた ..> しく 沼の 方へ 飛んで 行きながら 

白い ダァリ ャに云 ひました。 

「今晩は 少し あたたかで すね ご 



「どこへ いらっしゃる のよ。 どこへ いらっしゃる のよ _ 

あたしに つかまって 下さいな。 どこへ いらっしゃ るの 

よご 二つの ダ ァリャ も、 たまらず しくり あげながら 叫 

びました。 

遠くから かすかに 赤い ダァ リャの 声が しました。 

その 声 も はるかに はるかに 遠くな リ、 今 は 丘の ふ も 

こず 象 

との やまなら しの 梢の さやぎ に まぎれました。 そし 

て 黄色な ダァ リャの 涙の 中で ギラ ギラの 太陽 はの ぼり 

ました。 
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